
邑（むら）の映画会実行委員会は、 群馬県の「映像教育」の発展を目指し、世界で製作された多様な
映画作品の上映やワークショップ活動を行っています。 この会を通して、子どもたちが夢をふくらませ、

映像文化によって心豊かな感性が育めることを願っています。
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会場交通案内

東武小泉線本中野駅より徒歩5分。北関東自動車道太田・桐生I.Cより20分。

リュミエール最初の映画
1895年/フランス/15分/16mm/白黒
実写/撮影:ルイ・リュミエール

今から120年前、リュミエール兄弟が
世界で初めて映画を作った。この映
画には人々の身近な生活が映って
いた。仕事が終わって工場から出て
くる人々 を映した『工場の出口』。『列
車の到着』を見た人は「ひかれる！」
と、びっくりしてにげだした。邑の映
画会のために、アンスティチュ・リュミ
エールのティエリー・フレモー所長
さん（カンヌ映画祭総代表）が、「子
どもたち、見てね！」と、大切なフィル
ムの上映をプレゼントしてくれた。
©Institut Lumière
フィルム提供 :
東京国立近代美術館フィルムセンター

月世界旅行
1902年/フランス/15分/デジタル
白黒/実写/監督:ジョルジュ・メリエス

今から110年前、月旅行へのあこが
れを映画にした。天文学会のメン
バーである6人の学者が、月への旅
行を計画する。彼らをのせたロケッ
トは月に向かって大砲で打ち上げ
られた。月面に到着!そこは、見たこ
ともない世界だった。博士たちは、
宇宙人に捕まった。はたして地球に
もどれるのか…。機械じかけの大
がかりなセットでトリックいっぱい
の映画。さあ、何が映っているのか
よく見てね。メルエス監督も隊長
で、出ているよ。
©Steamboat Films-Lobster Films-2011
DVD提供 :株式会社 新日本映画社

シュッ・シュッ
1972年/カナダ/14分/16mm/カラー
監督:コ・ホードマン

子どもは、つみ木がだいすき。いえ
をつくったり、でんしゃをはしらせ
てあそんだり、どうぶつだってつく
れるよ。つみ木の町でたのしくあ
そぶおともだち。そこにとつぜん
あらわれた、ドラゴン！ つみ木の町
をこわしてしまう。二人がおうちを
なおしても、またやってきて、こわ
してしまう。どうしよう…。カタコト、
クルクル、トコトコ、うごく。ホードマ
ンかんとくも、つみ木であそんで
いるんだね。ゆめいっぱいの、つみ
木のアニメーション。
©National Film Board of Canada
フィルム提供 :こどもの城

砂の城
1977年/カナダ/13分/16mm/カラー
監督 :コ・ホードマン

子どもは、砂がだいすき。山だって、
川だって、ケーキだってつくれるよ。
砂は風にふかれてさらさらうごく。
砂からうまれた生きものは、みんな
でお城をつくるんだ。おどったり、
もぐったり、でんぐりがえししたり。
えいがを見た子はいう。ドキドキし
て「こんなのつくれねえ！」って。目
をまんまるにしておどろき、わらう。
でもね、風がピューピューふいて…
砂のアニメーション。
アヌシー国際アニメーションフェス
ティバルグランプリ受賞
©National Film Board of Canada
フィルム提供 :こどもの城

鬼
1972年/日本/8分/35mm/カラー
監督:川本喜八郎

「昔、あるところに猟師の兄弟が年
老いた母親と住んでいた。…」母親
が鬼の目で息子たちを見ていたと
いう話（今昔物語）をもとに、三味線
と尺八の音楽にあわせて、文楽調の
人形が動く。人形にあてられる光と
影、背景の漆黒、金蒔絵の世界。川
本監督の生み出す人形に、日本の
伝統文化がその命を吹き込む。こわ
いけれども、美しい。日本が世界に
誇る傑作人形アニメーション。
1974年メルボルン映画祭特別賞受賞
©有限会社 川本プロダクション
フィルム提供 :
東京国立近代美術館フィルムセンター

夢想の森
2010年/フランス/53分/デジタル/カラー
監督:アントワーヌ・バロー

小栗康平監督に魅せられたバロー監督（フランス）
が来日し、小栗康平の世界をドキュメンタリー映画
として製作した。映像のフレームの中心に人間を置
くから、言葉が作りだす物語でしか、語りだせない。
人間が優位に立っているのではなく、自然の中にま
ぎれている、まじりあって感じとる、感覚世界が非欧
米社会にはある。夢を見る。夢って不思議で、どこか
で自由。生まれた子どもが見ていた世界は丸ごと不
思議。夢を見たり優れた芸術にふれたりした時は、
一挙に解き放たれて…そういう瞬間がすばらしい。

裸の島
1960年/日本/96分/35mm/白黒
監督:新藤兼人

瀬戸内海の島に暮らす父母兄弟4人の、生きる、痛
み、喜び…を描く。電気も水も人もいない。毎日、隣
の島まで舟をこぎ、桶にくんだ水を天秤棒でかつい
で、島の上まで運び上げる。映像に深く表現される、
自然と人とのかかわり。台詞なしの映画だが、しか
し、人間が失うことのない時折の、声。音…。目まぐ
るしく動く現代の時間の中で、自然の中で暮らすこ
と。もう一度、立ち止まって静かに考えたい。
モスクワ国際映画祭グランプリ受賞
©近代映画協会

122

50

354

館林美術館
■

邑楽町
■役場

旧邑楽町
役場　 多々良沼■

東武伊勢崎線

東武小泉線
本中野 成島

多々良

館
林

東
武
佐
野
線

至佐野至桐生

至尾島

中野向地

久保田町

狸塚

狸塚南

群馬県・邑楽町立中野小学校

P

邑楽町
公民館　P

太田・桐生I.C太田・桐生I.C

至太田
P

P

P

前作の「埋もれ木」が9年前。この「邑の映画会」は今年で7回目。
私はやっと新作を撮り始めました。画家の藤田嗣治を題材とした
日仏合作映画「FOUJITA」です。
年内は撮影で、映画会には参加できません。いろいろな思いを持
ちながら、映画会へ熱いエールを送ります。

 邑の映画会顧問  映画監督  小栗康平
プロフィール
1945年前橋市生まれ。早稲田大学第二文学部演劇専修卒。81年の監督
第一回作品「泥の河」はモスクワ映画祭銀賞、米アカデミー賞外国語映画
賞ノミネートなど高い評価を受け、以後、84年「伽倻子のために」（仏ジョ
ルジュ・サドゥール賞）、90年「死の棘」（カンヌ映画祭グランプリ・カンヌ
1990／国際批評家連盟賞）、96年の県人口200万人記念映画「眠る男」
（モントリオール映画祭審査委員特別大賞）、05年「埋もれ木」（カンヌ映
画祭特別上映作品）公開。著書「映画を見る眼」「時間をほどく」他

邑の映画会によせて


